
世帯数1,171世帯（±0）　人口 3,822人（－10）　男1,802（－5）　女2,020人（－5）　（　）は前月比　2月末
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◆材　料（6人分） ◆作り方
①もち米を、はじけるまで弱火
で炒る。

②赤もちを、ふくらんでカリカ
リになるまで弱火で炒る。

③黒豆は芯が無くなりやわらか
くなるまで弱火で炒る。

④①②③を混ぜ合わせる。

⑤水あめ、はちみつ、砂糖を火
にかける（焦がさないように
しっかり煮立てる）あめにな
ったら④を入れ混ぜ合わせる。
これを丸く団子にして皿に盛る。

赤もち　　　　100ｇ
（さいの目に切り乾燥させたもの）

玄米（もち）　400ｇ
黒豆　　　　　50ｇ
水あめ　　　　100ｇ
はちみつ　　　50cc

さとう　　　　50ｇ

江府町食生活改善推進協議会（本町１丁目）

エネルギー　206kcal

たんぱく質 4.1g

脂質　　　 1.8g

炭水化物　 43.7g

カルシウム 14mg

今年は手作り雛あられでお祝いして
みては？
きっと思い出に残るひなまつりにな
りますよ。

１人分の栄養素
（2～3個）

　「橋のない川」は、明治生まれの小説家住井すゑさん

（１９０２～１９９７）が、故郷の奈良県の被差別部落

をテーマにした長編小説です。

　入場無料ですので、みなさんご参加ください。

まちづくりに参加しませんか
江府町行財政改革だより
小学校統合検討委員会報告　ほか
アイリス合唱団に密着
まちいっぱいに広がれ、ふれあいの輪
日本海スポーツ大賞受賞　ほか
町の話題
小地域懇談会を振り返って・下
第６回鳥取県スポーツレクリエーション祭　ほか
マーカスだいありい⑦　ほか
はっぴいすまいるｉｎじゃりんこくらぶ⑦
狂犬病予防集団注射日程について
ゴミの出し方についてのお知らせ
架空請求詐欺にご注意を
３がつの本棚～町立図書館から～
情報コーナー
行事あれこれ　ほか
人の動き　ほか
ちゃれんじクッキング　ほか
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■当選者購入手続き期間　　４月１０日（月）～４月１４日（金）

　必要書類を準備して、山陰合同銀行江府支店で手続きをしてください。

　期間内に手続きを済まされなかった場合は、次の当選者へ案内します。

　当選された本人しか購入できません。また、購入手続きも代理人ではできませんので注意してくだ

　さい。

■必要書類

　①当選通知書（購入名義は、当選者に限られます）

　②購入代金　（山陰合同銀行にお持ちの預金口座からの振替）

　③本人確認のための書類（運転免許証、健康保険証など）

　④取扱金融機関の預金通帳（お持ちでない方は、口座開設手続きが必要）

　⑤印鑑（通帳の届出印）

　⑥マル優、特別マル優制度をご利用される方は、確認できる書類（身体障害者手帳など）

　※詳しくは山陰合同銀行江府支店へお問い合わせください。

　町では、住民参加型ミニ市場公募債（愛

称『あやめ債』）を発行します。

　これは、みなさんに介護老人保健施設

建設資金として、債券を購入していただ

くことで、行政への参加をお願いするも

のです。

　応募方法

■募集期間　　３月２９日（水）～４月５日（水）

■募集方法　　応募申込書を役場企画財政課または山陰合同銀行江府支店へ持参ください。

※応募申込書は、江府町役場または山陰合同銀行江府支店にあります。また町ホームページからもダウ

　ンロードできます。

※応募者多数の場合は、抽選となります。（抽選日４月６日）

※応募された方全員に、抽選結果を通知します。

『あやめ債』

■銘　　　柄　　江府町平成17年度第1回公募公債（愛称：あやめ債）

■発　行　日　　4月25日

■発行総額　　5千万円

■購入対象者　　江府町に住所を有する、または勤務されている個人（発行日に満２０歳以上の方）

　　　　　　　　町内に本社または支店等のある法人

■購入限度額　　1人（1社）100万円まで50万円単位で購入できます

■価　　　格　　額面100円につき100円

■発行方式　　一般債振替制度による発行となりますので、本券は発行されません

　　　　　　　　債券は口座管理機関（山陰合同銀行）により口座で管理されます

■利　払　日　　年2回（10月25日、4月25日）

■償還条件　　5年満期一括償還

■償　還　日　　平成23年4月25日

■利　　　率　　直近に発行された、5年もの利付国債等の利回りを参考にして3月下旬に決定します　

　　　　　　　　利率決定後、役場および江府町ホームページ、山陰合同銀行江府支店で公表します

中途換金について

　山陰合同銀行江府支店で換金できます。

※売却の時期によっては、購入時の価格を下回る

　（売却損が発生する）可能性があります。

※利払日や満期前の一定期間は換金できないこと

　もあります。

介護老人保健施設完成予想図

※
ミ
ニ
市
場
公
募
債
っ
て
な
に
？

　
ミ
ニ
市
場
公
募
債
と
は
、地
方
自
治
体
が

発
行
す
る
債
券（
地
方
債
＝
借
金
）で
す
。

平
成
十
四
年
度
よ
り
ペ
イ
オ
フ
導
入
に
よ
り
、

自
治
体
の
新
た
な
資
金
調
達
手
段
と
し
て
、

個
人
向
け
債
券
の
発
行
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、今
回
、多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
介
護
老
人
保
健
施
設
建
設

事
業
の
資
金
に
充
て
る
こ
と
で
、み
な
さ
ん

の
行
政
へ
の
参
加
意
識
の
向
上
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
　○ご購入手続き・マル優等について

　　山陰合同銀行江府支店

　　　　７５－２０５２

　○「あやめ債」について

　　役場企画財政課

　　　　７５－３３０５
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第
四
回
江
府
町
ま
ち
づ
く
り
町

民
会
議
と
、
第
五
回
江
府
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
が
二
月
十
七

日
、
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
合
同
で
開
く
初
め
て
の
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
町
報
二
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
町
の

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、
町
執
行

部
か
ら
説
明
し
、
理
解
を
求
め
ま

し
た
。

　
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
財

政
状
況
に
つ
い
て
、「
お
お
む
ね
理

解
で
き
た
」「
国
の
施
策
も
あ
り
や

む
を
得
な
い
面
も
あ
る
」「
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い

し
た
い
」
な
ど
の
意
見
や
、
今
後

予
定
さ
れ
る
小
学
校
統
合
に
関
す

る
質
問
な
ど
も
、
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

（
案
）
と
し
て
、
「
江
尾
駅
乗
車

券
類
発
売
業
務
の
廃
止
」
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
、
提
出
案
ど
お

り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
が
行
っ
て
い
る
江
尾

駅
で
の
乗
車
券
類
発
売
業
務
は
、

三
月
末
で
廃
止
し
ま
す
。

四
月
か
ら
は
、
業
務
時
間
な
ど
を

一
部
変
更
し
て
、
民
間
団
体
が
直

営
で
行
う
予
定
で
す
。
　
　

江尾駅乗車券類

販売業務の廃止

　江尾駅無人化対策として、江府町

商工会に委託して、２名の職員を江

尾駅に配置し、江尾駅で乗車券類の

販売を行っている。乗車券販売に対

するＪＲからの手数料は委託料の１

割にも満たない状況。

　平成１７年度委託料：４２７万円

　販売手数料：３４７，４８５円

　江尾駅での、

乗車券類の販売

は、平成１８年

度から廃止する。

　財政面から考え

ればやむを得ない。

ちろりんハウスの

管理についても検

討すること。

・江尾駅での防犯につ

いて配慮すること。

・ちろりんハウスの有

効活用をお願いしたい。

見直し計画のとおり了承

案　件　名 現　　　　　状 見 直 し 計 画 部会の意見 町民会議・推進委員会の意見

チャイルドシート
着用奨励補助の廃止について

　平成１２年４月からチャイルドシートの
着用が義務付けられ、町では、チャイルド
シートの着用を普及するため、着用奨励補
助を創設しました。
　チャイルドシートの着用義務が施行され
てから７年経過していること、また着用義
務については、認識されていることなどから、
平成１８年度より着用奨励補助を廃止します。

　なお、平成１７年度については、３月３
１日までに、申請していただきますようお
願いします。

　問合せ先　役場総務課　７５－２２１１

江府町まちづくり推進計画（案）
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小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
は
、
二
月
七
日
に
第
七
回
の
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
前
回
確
認
し
あ
っ
た
バ
ス
運
行
表
修
正
案
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
の
最
終
案
と
し
て

答
申
に
盛
り
込
む
こ
と
を
決
定
。
続
い
て
校
名
・
校
歌
・
校
章
の
制
定
方
法
、
統
合
後
の
廃
校

舎
の
活
用
方
法
、
そ
の
他
統
合
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
七
回
に
わ
た
っ
て
検
討
、
協
議
さ
れ
て
き
た
事
項
は
、
起
草
委
員
に
よ
っ
て
答

申
案
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
再
度
検
討
委
員
会
を
開
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
【
校
名
・
校
歌
・
校
章
】

●
募
集
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
と
い
う
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
公
募
し
か
な
い
の
で

は
？

●
新
し
い
学
校
が
で
き
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
大
切
。
廃
校
に
な
る
三
校
の
歴
史
も
あ
る
の
で

そ
の
あ
た
り
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

●
校
名
は
と
も
か
く
と
し
て
、
校
歌
や
校
章
は
素
人
で
選
ぶ
の
は
難
し
い
。
公
募
し
て
、
選
考

は
専
門
の
方
に
お
願
い
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

　
【
廃
校
舎
の
活
用
方
法
】
（
校
区
別
に
討
議
）

●
分
校
は
地
元
活
用
が
一
番
良
い
が
、
集
会
所
等
も
あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い
。
小
規
模
作
業

所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
は
ど
う
か
。
（
江
尾
）

●
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
荒
廃
し
て
い
く
一
方
。
町
行
政
全
般
か
ら
見
た
利
用
方
法
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
小
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
事
務
局
と
し
て
活
用
、
管
理
人
的
な
人
を
置

い
て
、
役
場
の
窓
口
業
務
も
兼
ね
る
。
（
米
沢
）

●
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
。
子
ど
も
た
ち
が
下
校
後
に
集
ま
る
場
所
。
緊
急
時
の
避
難
場

所
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
問
題
と
な
る
が
、
校
地
が
借
地
で
あ
る
こ

と
も
財
政
的
な
面
か
ら
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
（
明
倫
）

●
校
区
民
だ
け
で
活
用
す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
場
所
の
み
提
供
し
て
ペ
ン
シ
ョ
ン
等
と
し
て

民
間
利
用
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
合
宿
の
場
と
し
て
提
供
す
る
な
ど
、
広
く
活
用
方
法
を
募
集

す
る
。
小
さ
な
子
ど
も
と
親
が
集
え
る
場
所
と
し
て
活
用
す
る
。
（
俣
野
）

　
【
そ
の
他
事
項
】

●
通
学
費
用
の
助
成
は
ど
う
な
る
の
か
。
今
ま
で
通
学
費
用
を
全
く
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
立

場
で
言
う
と
、
補
助
率
を
下
げ
て
で
も
通
学
補
助
を
続
け
て
ほ
し
い
。
　

〜
第
七
回
協
議
事
項
か
ら
〜

　2月16日、防災・情報センターにおいて江府町青少年育成町

民会議研修会が開かれました。

　これは、昨年末に連続して発生した小１女児殺害事件などの

凶悪犯罪から地域ぐるみで子どもを守ろうと開かれたもので、

各団体から選ばれた役員、委員、集落の推進委員のうち48名が

出席しました。

　まず、黒坂警察署生活安全

刑事課長　山本明義氏より、

最近の子どもたちを取り巻く

状況について、発生した事案

を振り返りながら講演いただ

きました。

　山本課長は「かつて、都市部でしか見られなかったような不

審者による声かけ事案が、県内の農山村地帯でも続発しており、

特に登下校の時間帯をねらったケースが増えています。そして、

どんなきっかけで殺害に発展してもおかしくない状況にありま

す。ぜひ、地域のみなさんの力を結集してください」と具体的

な状況を示しながら話されました。続いて現在の小中学校の取

り組みについて教育委員会

より説明、児童生徒の登下

校時間などを共通理解した後、

ボランティアによる防犯パ

トロールの実施、育成会議

の組織見直しなどの提案事

項を確認しました。

　
江
府
町
進
学
奨
励
金
制
度
は
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
大
学
、
専
修
学
校
等
に
進
学
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
奨
励
金
を
支

給
し
、
修
学
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
支
給
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
た

方
で
す
。

①
江
府
町
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
及
び
高

等
専
門
学
校
、
大
学
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校
に
在
学
す
る
者

②
鳥
取
県
育
英
奨
学
金
・
鳥
取
県
専
修
学
校

奨
学
資
金
・
鳥
取
県
進
学
奨
励
資
金
の
貸

与
又
は
給
付
を
受
け
て
い
る
者

●
く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
へ

　
　
（
電
話
七
五
ー
二
二
二
三
）
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二
月
二
十
六
日
、
米
子
市
公
会
堂
に
お
い
て
開
か
れ
た
、
第
十
七
回
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
江
府
町
か
ら
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
が
出
演
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
音
楽
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の
仲
間
た
ち
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
は
、
第
三
回
に
続
い
て
二
度
目
の
出
演
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
模

様
は
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
本
番
ま
で
の
舞
台
裏
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
練
習
会
場
は
日
輪
閣
。
静
か
に

扉
を
開
け
る
と
、
歌
う
こ
と
を
楽

し
む
み
な
さ
ん
の
い
き
い
き
と
し

た
表
情
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
大
舞
台
を
間
近
に
控
え

て
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
空
気
、
た

く
さ
ん
の
人
が
ひ
と
つ
の
同
じ
目

的
に
向
か
っ
て
進
む
熱
気
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。
間
に
休
憩
を
は
さ
ん

で
二
時
間
弱
、
音
や
言
葉
の
一
つ

ひ
と
つ
を
大
切
に
し
た
、
最
後
の

調
整
が
続
き
ま
し
た
。

　
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で
あ
と
三

日
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
前
日
の
二
十
五
日

夕
方
か
ら
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
す
。

　
ま
ず
は
楽
屋
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
。
緊
張
し
た
体
を
ほ
ぐ
し
、
続

い
て
発
声
練
習
、
音
合
わ
せ
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
前
の
意
気
込

み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
リ
ハ
で
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
か
ら
フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
の

流
れ
や
舞
台
の
出
入
り
な
ど
細
か

い
動
き
が
指
示
さ
れ
、
み
な
さ
ん

真
剣
そ
の
も
の
。
ゲ
ス
ト
の
歌
手

さ
と
う
宗
幸
さ
ん
や
そ
の
他
の
出

演
団
体
の

方
々
と
共

に
、
入
念

な
舞
台
チ

ェ
ッ
ク
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
、
本
番
に
向

け
仕
上
が
り
上
々
で
す
！

　
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
の
朝
で
す
。

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
。
楽
屋

で
は
、
緊
張
感
を
楽
し
む
か
の
よ

う
な
「
余
裕
」
さ
え
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　
今
回
披
露
さ
れ
る
曲
目
は
「
マ

イ
マ
イ
マ
イ
」
「
昴
」
「
よ
ろ
し

く
日
野
」
「
星
の
世
界
」
の
四
曲
。

ポ
イ
ン
ト

を
一
つ
ず

つ
確
認
し

な
が
ら
、

ス
テ
ー
ジ

に
向
け
て

気
持
ち
を

高
め
て
い

き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
最
後
の
リ

ハ
ー
サ
ル
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
交

え
て
全
体
の
流
れ
を
確
認
。
ゲ
ス

ト
を
含
め
た
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
に

向
け
一
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
す

　
さ
あ
、
あ
と
は
本
番
を
待
つ
の

み
。
カ
メ
ラ
は
こ
こ
で
お
別
れ
で

す
。

　
　

　

　
午
後
二
時
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
幕
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続
く
第
一
部

「
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
地

元
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

で
す
。

　
「
幕
が
開
い
た
ら
ま
ず
笑
顔
。

楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
」
指
揮
者

加
藤
隆
子
さ
ん
の
本
番
直
前
の
言

葉
ど
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た

み
な
さ
ん
は
素
敵
な
笑
顔
と
澄
み

き
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
聴
衆
を
魅

了
。
な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
を
思

わ
せ
る
強
く
あ
た
た
か
い
歌
声
は
、

会
場
を
包
み
込
む
よ
う
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」

か
ら
フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
と
続
く
第
三

部
は
、
地
元
グ
ル
ー
プ
と
ゲ
ス
ト

の
歌
手
さ
と
う
宗
幸
さ
ん
と
の
ジ

ョ
イ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

　
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
は
、
山
陰
オ

カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ
『
響
』
の
み
な

さ
ん
と
の
共
演
で
「
星
の
世
界
」

を
披
露
。
春
風
の
よ
う
な
オ
カ
リ

ナ
の
音
色
と
歌
声
は
見
事
に
溶
け

合
い
、
夜
空
に
き
ら
め
く
星
の
世

界
を
思
わ
せ
る
初
共
演
と
な
り
ま

し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
者
全
員
で

「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合
唱
。
歌
声

は
満
員
の
客
席
に
も
広
が
り
、
み

ん
な
の
心
を
あ
た
た
か
く
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
の
幕
が
下
り
ま
し
た
。

�

今回のコンサートのテーマは故郷浪漫（ふるさとろまん）。
どの出演団体もふるさとにちなんだ曲を演奏しました。アイリス合唱
団は日野郡のテーマソング「よろしく日野」を歌いましたが、昨年秋に
完成したこの曲のＣＤはアイリス合唱団の歌声で収録されています（コ
ンサートの合間には、作曲者：谷口大喜さんの母あけみさんが楽屋を
訪問されました）。週一回の練習のほか、日野郡合唱連盟の中心として
合唱フェスティバル等にも出演、幅広く活動しています。
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二
月
十
六
日
、
明
徳
学
園
専
門

課
程
に
江
府
中
一
年
生
四
十
五
名

が
「
入
学
」
し
、
交
流
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
は
、
日
ご
ろ
、
自
分

の
祖
父
母
以
外
の
お
年
寄
り
と
触

れ
合
う
機
会
の
な
い
中
学
生
に
と

っ
て
は
貴
重
な
社
会
体
験
の
場
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
学
園
生
に
と

っ
て
も
、
孫
世
代
の
若
者
と
机
を

並
べ
同
じ
時
を
過
ご
す
大
変
有
意

義
な
も
の
で
、
平
成
八
年
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。

　　
午
後
一
番
、学
園
生
が
待
つ
教

室
へ
緊
張
し
た
面
持
ち
で
訪
れ
た

中
学
生
た
ち
は
、早
速
授
業
に
。そ

れ
ぞ
れ
が
志
望
し
た
講
座
で
真
剣

に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　２月１３日、米沢小学校体育館で、
もちつき交流集会が開かれました。こ
れは「地域の中で小学校といろいろな
交流をしている集落がある中、美用も
何かお手伝いできないか」との集落か
らの声かけで実現したものです。
　子どもたちは、臼と杵でつく「本当
の餅つき」に大歓声。つきあがった餅は、
黄な粉餅やぜんざいにして食べました。

　
鳥
取
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

目
的
に
、
特
に
優
れ
た
成
績
を
あ

げ
た
個
人
や
団
体
、
選
手
の
育
成
・

指
導
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
を
対
象
に
、
新
日
本
海
新
聞
社
・

各
市
町
村
の
共
同
で
表
彰
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
七
年
度
の

受
賞
者
が
決
定
さ
れ
、
二
月
二
十

八
日
に
町
長
室
に
お
い
て
表
彰
状

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
江
府
町
か
ら
は
、

最
優
秀
賞
と
し
て
「
江

府
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
　
チ
ロ
ル
会
」

の
み
な
さ
ん
。
奨
励

賞
と
し
て
宇
田
川
聡

さ
ん
が
表
彰
状
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
チ
ロ
ル
会
は
、
平

成
五
年
に
結
成
さ
れ
、

現
在
会
員
数
五
十
八

名
。
月
例
会
や
地
区

対
抗
試
合
を
開
催
し

て
腕
を
磨
き
、
県
内

の
各
種
大
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
優

秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
昨
年

は
会
員
の
門
村
勝
美

さ
ん
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
宇
田
川
さ
ん
は
、
陸
上
競
技
長

距
離
選
手
と
し
て
中
学
時
代
か
ら

活
躍
さ
れ
、
大
学
時
代
は
箱
根
駅

伝
も
経
験
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後

は
県
内
外
の
大
会
に
参
加
す
る
か

た
わ
ら
、
町
体
育
協
会
陸
上
部
長

と
し
て
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

や
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど

の
企
画
運
営
に
二
十
年
間
の
長
き

に
わ
た
っ
て
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
明
倫
小
学
校
の
校
内
マ

ラ
ソ
ン
で
子
ど
も
た
ち
に
指
導
を

さ
れ
る
な
ど
若
い
力
の
育
成
に
も

力
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
二
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

江
尾
郵
便
局
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

江
府
町
文
化
協
会
ミ
ニ
展
「
ひ
な

ま
つ
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
雛
人
形
や
、
ひ
な
ま

つ
り
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
集
め
て

展
示
し
、
訪
れ
る
み
な
さ
ん
に
春

を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
文
化
協

会
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治

後
半
の
古
い
人
形
や
、
会
員
が
丹

精
こ
め
た
つ
り
雛
、
押
し
絵
雛
な

ど
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
展
は
、
二
月
八
日
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
大
反
響
。
来
場
者
芳
名

帳
に
は
、
日
野
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
、

県
西
部
の
各
町
、
遠
く
は
倉
吉
市
、

安
来
市
な
ど
か
ら
足
を
運
ば
れ
た

方
も
。
「
い
つ
ま
で
も
見
て
い
た

い
で
す
」
「
た
い
へ
ん
し
あ
わ
せ

な
、
な
つ
か
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
」
「
と
て
も
心
が
あ
た
た

か
く
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ひ
な
ま
つ
り
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で

防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
二
階
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
文
化
協
会
会
員
展
と

同
時
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
の
絵
画
、
写

真
、
手
芸
な
ど
の
力
作
と
と
も
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　この日は、もちが大好きだという中学校
のマーカス先生も初めての体験をともにし
ました。
　先生方は「美用のみなさんにつき方を教
えていただきながら餅をつくので、敬意を
表してこういう名前に
しました。日本の生活
文化を小学校のうちに
体験できることはとて
も素晴らしいことです」
と話していました。

となりのおじさんやおばさん、同じ集落のおばあさんやおじいさん。地域の中の小学生や中学生。お互いのこ
とをどれくらい知っていますか？町で出会ったら、「こんにちは」って言えますか？よその子を叱ったり、近
所の大人に叱られたりしたことがありますか？人と人とのつながりがとても希薄なものになってしまった今、
まず知り合う、そして伝え合う、教え合う・・・・そんなふれあいが、犯罪から子どもたちを守るはじめの一歩に
もなるのです。

▲チロル会を代表して受賞▲宇田川　聡さん

▲防災・情報センターにも春がきました



10

あなたのまわりの
明るい話題お知ら
せください。
総務課　　　　　

　
三
月
二
日
、
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、

「
み
ち
く
さ
」
会
員
（
代
表
　
越
峠
恵
美

子
氏
）
を
対
象
に
し
た
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
「
正
し
い
農
薬
の
使
い
方
」
、

「
野
菜
栽
培
技
術
の
基
礎
知
識
」
、
「
食

品
の
表
示
に
関
す
る
基
礎
知
識
」
の
三
項

目
に
つ
い
て
、
農
業
改
良
普
及
所
、
保
健

所
、
農
政
事
務
所
か
ら
講
師
を
招
き
、
会

員
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。

　
野
菜
の
病
害
の
対
処
方
法
や
土
作
り
、

食
品
の
表
示
に
つ
い
て
盛
ん
に
質
問
も
出

て
「
安
全
・
安
心
で
魅
力
的
な
直
売
所
」

を
目
指
し
て
取
り
組
む
会
員
の
み
な
さ
ん

に
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
十
一
日
か
ら
三
月
十
三
日
の
間
、

江
府
町
民
芸
品
等
工
芸
施
設
（
佐
川
）
で
、

木
工
ろ
く
ろ
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
木
工
工
芸
同
好
会
（
会

長
　
藤
原
清
寿
氏
）
が
、
木
工
ろ
く
ろ
技

術
の
伝
承
と
、
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
椋
福
治
さ
ん
（
下
蚊
屋
）
を
は
じ
め
、

同
好
会
員
の
み
な
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、

五
名
の
方
が
受
講
し
、
技
術
は
日
に
日
に

上
達
。
楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
、
盆
や
菓

子
鉢
の
作
製
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
月
七
日
、
鳥
取
市
に
あ
る
県
立
図
書

館
で
、
第
一
回
笠
良
原
水
環
境
影
響
評
価

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
笠
良
原
地
域
に
建
設

す
る
、
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
工
場
の
操
業

に
向
け
て
、
工
場
周
辺
地
域
の
水
環
境
に

あ
た
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
評
価
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、
鳥
取
大
学
の
教
授
な
ど
、
六

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
長
に
は
、
鳥
取
大
学
の
道
上
正
　

名
誉
教
授
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
「
工
場
敷
地
だ
け
で
な

く
、
も
う
少
し
広
域
で
地
下
構
造
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
」
「
さ
ら
に
、
現
地
調

査
・
追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
必
要
に
応

じ
て
実
施
す
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し

た
。

　
ま
た
、
工

場
稼
働
前
の

平
成
十
九
年

中
に
は
、
影

響
評
価
を
行

う
こ
と
も
決

定
し
ま
し
た
。
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出
向
者
反
省
会
で
は
、
十
八
年

度
へ
の
課
題
と
し
て
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
テ
ー
マ
の
設
定

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
し
ぼ
っ
た
テ
ー

マ
に
し
た
ら
ど
う
か
（
例
え
ば

高
齢
者
・
女
性
の
よ
う
に
）
。

●
懇
談
会
を
企
画
す
る
段
階
か
ら

新
メ
ン
バ
ー
・
新
感
覚
で
や
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。

②
　
進
め
方
に
つ
い
て

●
資
料
を
読
み
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
話
し
合
い
、
発
表
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
マ
ン
ネ
リ
化
の

　
原
因
か
も
し
れ
な
い
。

③
　
話
し
合
い
に
つ
い
て

●
懇
談
会
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を

家
庭
で
も
う
一
度
話
し
合
っ
て

い
る
か
ど
う
か
。

④
　
参
加
者
・
開
催
方
法
等

●
土･

日
開
催
の
方
が
集
ま
り
や

す
い
か
も
し
れ
な
い
。

●
集
落
の
常
会
と
あ
わ
せ
る
と
参

加
者
が
増
え
る
が
、
学
習
意
欲

の
あ
る
人
が
参
加
す
る
と
は
限

ら
な
い
。

●
参
加
者
数
が
減
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
や
み
く
も
に
動
員
し
た
り

強
制
し
て
増
や
す
の
は
ど
う
か

と
思
う
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
者
が
少
な
い
。

研
修
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

は
ど
う
か
？

⑤
　
そ
の
他

●
参
加
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ

た
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
（
他

集
落
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
）
。

●
出
向
者
研
修
会
を
二
回
に
し
、

ど
ち
ら
か
に
必
ず
出
席
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

　
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
づ
く

り
に
は
、
「
人
間
」
を
一
面
か
ら

だ
け
見
て
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と

の
で
き
る
柔
ら
か
い
発
想
を
持
ち
、

学
習
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に

は
、
十
年
間
重
ね
て
き
た
学
習
テ

ー
マ
を
振
り
返
り
さ
ら
な
る
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

学
び
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
差
別
を
な
く
す
」
た
め
に
、

あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が
、
き

っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

人権・同和問題小地域懇談会は、開催方法を見直してから10回を数えます。この間、さまざまな視点
から人権を見つめなおす学習を重ねてきました（下表「実施状況」参照）。今年度の出向者反省会で
は、集落参加者の固定化、参加者数が減少傾向にあることや、懇談会そのもののマンネリ化をどうし
ていくのかなど、今後の課題についても真剣に討議していただきました。
これから必要なのは、一人ひとりが「差別をなくす行動を起こす」ことではないでしょうか？

平
成
十
七
年
度
　
小
地
域
懇
談
会
総
括

　
部
落
問
題
の
中
で
も
特
に
重
く
、
し
か
も
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー

マ
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
本
年
度
は
『
結
婚
差
別
』
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　
当
初
は
「
重
い
か
な
」
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
懸
念
に

及
ば
す
、
「
良
い
」
懇
談
会
が
実
施
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
ぼ
計
画
し
た
と
お
り
全
集
落
が
実
施
で
き
た
こ
と
や
、

研
究
集
会
と
の
一
連
の
流
れ
も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
反
省
会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
に
つ
き
役
員
会
等
で
検
討
し
、
次

年
度
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
人
権
同
和
教
育
に
つ
い
て
、
学
習
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
行

動
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
大
切
で
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
江
府
町
の
小
地
域
懇
談
会
十
年
の
あ
ゆ
み
の
積
み
上
げ
の
上
に
、

一
日
も
早
い
人
権
の
二
十
一
世
紀
が
来
る
こ
と
を
祈
念
し
、
反
省
会

の
総
括
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局
長

平成14年度から5カ年計画で実施して
きた小地域懇談会が計画の最終年度と
なり、平成18年度のテーマは「障害者
問題を考える」とする予定です。
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第
六
回
鳥
取
県
民
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
冬
季
大
会
が
、

冬
晴
れ
の
二
月
十
八
日
、
奥
大
山

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
四
年
ぶ
り
の
地
元
開
催
。

加
藤
匠
さ
ん
（
江
府
中
二
年
）
の

力
強
い
選
手
宣
誓
で
大
会
の
幕
が

開
き
ま
し
た
。

　
江
府
町
か
ら
は
大
回
転
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
二
十
一
名
が
出

場
し
、
男
子
大
回
転
成
年
一
部
で

優
勝
の
高
津
亮
二
さ
ん
（
御
机
）

を
始
め
、
ア
ル
ペ
ン
で
四
名
が
三

位
ま
で
の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
江
府
町
関
係
入
賞
者
は
つ
ぎ
の

み
な
さ
ん
で
す
。
（
本
部
記
録
分
・

敬
称
略
）

【
ス
キ
ー
大
回
転
】

　
●
男
子
・
成
年
一
部

第
一
位
　
高
津
亮
二
　
（
御
机
）

　
●
女
子
・
小
学
四
年
生
以
下

第
三
位
　
下
垣
奈
穂
　
（
米
沢
小
）

　
●
女
子
・
小
学
五
年
生
以
上

第
二
位
　
下
垣
祐
委
（
米
沢
小
）

第
三
位
　
伊
達
未
悠
（
米
沢
小
）

　
●
女
子
・
中
学
生

第
三
位
　
藤
原
美
緒
（
江
府
中
）

　
役
員
と
し
て
、
前
日
の
準
備
、

大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
み
な
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
月
十
二
日
、
運
動
公
園
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、
第
四
十
四
回
江
府
町
卓

球
大
会
地
域
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
団
体
三
チ
ー
ム
、
個
人
二
十

六
名
の
参
加
で
進
行
。
参
加
者
数
の
減

少
で
試
合
方
法
は
ク
ラ
ス
に
よ
り
変
則

的
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
、

白
熱
し
た
ラ
リ
ー
の
応
酬
や
、
キ
レ
の

あ
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
熱
戦
を
展
開
し
て

い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
【
団
体
戦
】
（
リ
ー
グ
戦
）

　
　
　
　
　
　
第
一
位
　
江
府
中

　
　
　
　
　
　
第
二
位
　
佐
　
川

　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
小
江
尾

　
　
　
　

　
　
　
　
【
個
人
戦
】

　
　
　
　
　
●
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　
（
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝

　
　
　
　
　
　
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
第
一
位
　
篠
田
　
邑
也

　
　
　
　
　
　
第
二
位
　
藤
田
　
優
治

　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
影
山
　
大
介

　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
谷
口
宗
一
郎

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
●
一
般
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　
（
リ
ー
グ
戦
）

　
　
　
　
　
　
第
一
位
　
中
尾
三
知
子

　
　
　
　
　
　
第
二
位
　
高
木
真
紀
子

　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
小
椋
　
風
花

　

　
　
●
セ
ミ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　
（
リ
ー
グ
戦
）

　
　
　
第
一
位
　
奥
田
　
恭
祐

　
　
　
第
二
位
　
川
端
　
一
美

　
　
　
第
三
位
　
安
部
　
秀
樹

　
　
　
第
三
位
　
高
木
　
　
浩

　
　
　
　
　

　
　
●
フ
リ
ー
の
部

　
　
　
　
　
　
（
リ
ー
グ
戦
）

　
　
　
第
一
位
　
清
水
　
和
也

　
　
　
第
二
位
　
加
藤
　
睦
夫

　
　
　
第
三
位
　
森
田
　
　
稔
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ハ
ロ
ー
　
エ
ブ
リ
ワ
ン
！

　
今
す
ぐ
に
で
も
春
が
来
そ
う
な

感
じ
で
す
が
、
み
な
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
　
　

　
二
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
マ
ー

カ
ス
先
生
の
英
会
話
教
室
で
す
が
、

基
礎
か
ら
教
え
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
が
ま
た
新
し
い

発
見
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
英
会
話
も
「
ほ
ん
の
少
し
の
勇

気
か
ら
」
で
す
。
ま
だ
ま
だ
生
徒

さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
の
「
マ
ー
カ
ス
だ

い
あ
り
い
」
は
、
ス
キ
ー
体
験
に

つ
い
て
の
報
告
で
す
。

〜
ス
キ
ー
に
出
か
け
て
〜

MY SKI TRIP（スキーへ出かけて）

Oｎ Saturday, February 25th, I went skiing in Daisen.
（2月25日の土曜日、大山にスキーに行きました。）
It was only my second time skiing. The first time fifteen years ago, and it was very difficult
for me.
（2回目のスキーです。　はじめてスキーをしたのは15年前で、とてもむずかしかったです。）

　　※マーカス先生、何歳のときだったんでしょうか？

The weather was perfect for skiing. It was a warm, sunny day. There was no wind and no
rain.
（天気はスキーに最適でした。暖かく晴れていて、風も雨もありませんでした。）
The snow was soft, and it was only a little icy. It was a great day to try skiing again.
（雪はやわらかく、一部少しだけ凍っていました。またスキーをするのには、すばらしい日でした。）
I forgot how to ski,and had to learn again.　I had a hard time getting on the ski lift chair.
（スキーのしかたを忘れていて、また教わりました。リフトに乗るのがとてもむずかしかったです。）

　　※スキーリフトは乗るときには止まってくれませんからね。

I got very thirsty, and I drank three large cans of Aquerius.
（わたしはとてものどが渇いて、「アクエリアス」の大きい缶を3本飲みました。）

　　※お疲れ様でした。　次の日からしばらく筋肉痛だったようです。

この保険は、スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、指導活動を行う5人以上のアマチュア
団体を対象として、グループ活動中の傷害事故、賠償責任を負う事故を保障するものです。活動に伴う移動（通
常の経路往復）中の事故も含みます。
　保険期間は、平成18年4月1日から平成19年3月31日まで、加入の受付は教育委員会で行っています。

くわしくは・・・（財）スポーツ安全協会鳥取県支部　電話（0857）28－7221まで

傷 害 保 険（保険金額）
後遺障害
（最　高）

掛　金
（一人金額）対 象 と な る 団 体

○こどもの団体（中学生以下）
○文化・ボランティア・地域活動（高校生以下）

○大人のスポーツ活動（16歳以上）

○老人クラブなど（60歳以上）

○危険度の高いスポーツ活動

賠償責任保険（支払い限度額）（免責1,000円）
　身体賠償：1人1億円・1事故5億円
　財物賠償：1事故500万円

500円

1,500円

800円

9,000円

2,000万円

2,000万円

600万円

500万円

3,000万円

3,000万円

900万円

750万円

4,000円

4,000円

1,800円

1,800円

1,500円

1,500円

1,000円

1,000円

入　院
（日　額）

通　院
（日　額）死　亡

共済見舞金
　突然死（急性心不全、脳内出血等）
　160万円
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in

中尾弘子さん（日の詰）

海斗ちゃん（2歳8ヶ月）

やんちゃな海くんだけど、時々

いいお兄ちゃんになります。

元気にすくすく育ってください。

　　　　　おばあちゃんより

宮本あやさん（尾之上原）

翔平ちゃん（3歳2ヶ月）

友だちができてとても喜んで

います。親の私も楽しい時間

をすごすことができました。

お世話になった方々にお礼を

申し上げます。

宇田川史恵さん（一旦）
碧衣ちゃん（2歳9ヶ月）

楓華ちゃん（11ヶ月）

たくさんのお友だちと、広い

場所で思う存分遊べるので、

毎回とても楽しみにしています。

河上倫子さん（杉谷）

翔平ちゃん（1歳4ヶ月）

おばあちゃんとの参加でした。

たくさんのお友だちができて

よかったです。

手島由香里さん（小江尾）

璃己斗ちゃん（3歳9ヶ月）

春からは保育園に行きます。

これからもよろしくね。

川上明美さん（御机）

天輝ちゃん（3歳1ヶ月）

近くに友だちがいないので、

じゃりんこくらぶに入って

「ひじょ～～」によかったです。

9月からスタートしたシリーズの最終回。
ぜひ、み～んなの笑顔をみていただきたく
て一挙公開です！！紹介したじゃりんこたち、
桜の花が咲くころには、肩に黄色いかばん
をかけて元気に歩いているかもしれません。
みんな、素敵な笑顔を忘れないでね。
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●対　象

　・注射　生後91日以上の

　　　　　すべての飼犬（年1回）

　・登録　生後91日以上の飼犬のうち、登録され

　　　　　ていない飼犬（生涯に一回限り）

●手数料

※注 射 料

※注 射 済 証

登　 　録

計
3,000円

5,950円

0円

2,950円

2,400円

550円

新規登録 登録済

時　　間月　日 場　　　　所

1 3 : 2 0～ 1 3 : 3 5

1 3 : 4 5～ 1 3 : 5 0

1 4 : 0 0～ 1 4 : 0 5

1 4 : 1 0～ 1 4 : 2 0

1 4 : 2 5～ 1 4 : 3 5

1 4 : 4 5～ 1 5 : 0 5

1 5 : 1 0～ 1 5 : 2 0

1 3 : 2 0～ 1 3 : 3 0

1 3 : 3 5～ 1 3 : 4 5

1 4 : 0 0～ 1 4 : 1 0

1 4 : 2 0～ 1 4 : 2 5

1 4 : 3 5～ 1 4 : 4 5

1 4 : 5 5～ 1 5 : 0 0

1 5 : 1 0～ 1 5 : 2 0

1 5 : 3 0～ 1 5 : 4 0

1 3 : 0 0～ 1 3 : 2 5

1 3 : 4 0～ 1 3 : 5 0

1 4 : 0 0～ 1 4 : 1 0

1 4 : 1 5～ 1 4 : 2 0

1 4 : 2 5～ 1 4 : 3 0

1 4 : 4 0～ 1 4 : 4 5

1 5 : 0 0～ 1 5 : 1 0

1 5 : 2 0～ 1 5 : 4 0

1 3 : 2 0～ 1 3 : 4 0

下 安 井 会 館

荒 田 会 館

洲 河 崎 会 館

新 道 会 館

武 庫 会 館

池 の 内 会 館

尾 之 上 原 会 館

宮市構造改善センター

宮 市 原 公 民 館

下 蚊 屋 集 会 施 設

小 原 体 験 交 流 施 設

美用地区都市農村交流施設

御 机 公 民 館

杉 谷 活 性 化 施 設

貝 田 会 館

明 道 館

下 大 河 原 公 民 館

吉 原 活 性 化 施 設

西 成 公 民 館

袋 原 公 民 館

柿 原 活 性 化 施 設

佐 川 会 館

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

※動物病院などで注射される方へ

　・注射料は同じです。病院でお支払ください。

　・注射後、役場福祉保健課で手続が必要です

【当日のお願い】

・手数料は、おつりの要らないように準備してく

　ださい。

・犬の状態を事前に確認してください。状態によ

　って、注射ができない場合があります。

・犬に責任が持てる方が、連れてきてください。

　普段おとなしくても、当日暴れることがありま

　す。

平成18年度の日程が次のとおり決まりました。お近くの会場で注射してください。

新規登録も同じ日に行いますので、注射とあわせてお越しください。

補足日も設けていますが、日程の合わない方は、動物病院などで注射をしてください。

４月12日

（水）

４月13日

（木）

４月14日

（金）

6月7日

（水）

（補足日）

不明な点がありましたら、役場福祉保健課まで

電話　75－6111
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ゴミの出し方についてのお知らせ

今まで、衣類やタオルなどの布類は、もえるゴミとして、出していただいていました。4月から

は、布類として新たに分別してください。

収集日は、5月24日、9月20日、12月27日の年3回です。

分別して回収された布類は、ボイラー用の固形燃料としてリサイクルされます。

混ぜればゴミ、分ければ資源となりますので、分別に協力してください。

主なもの
　○タオル類

　○洋服・靴下などの衣類

　○シーツ・ふとんなどの寝具類

出し方
　○透明な袋に、まとめて入れる

　○袋に名前を書く

　○ふとんなど袋に入らないものは、ひもでしばる

Ｃ地区の、もえるゴミの収集日は毎週水曜日と土曜日でした。

4月から火曜日と金曜日に変わります。

該当地区の方は収集カレンダーを確認して、収集日の朝8時までに出してください。
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最
近
、
黒
坂
警
察
署
管
内
で
、

『
民
事
訴
訟
通
達
管
理
事
務
局
』

『
民
事
管
理
事
務
局
』

『
訴
訟
通
達
管
理
セ
ン
タ
ー
』

な
ど
を
差
出
人
と
す
る
、

『
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終

　
通
告
』

『
民
事
訴
訟
特
別
通
達
書
』

『
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知

　
書
』

な
ど
と
す
る
、
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
が
、

多
数
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ハ
ガ
キ
は
、
民
事
訴
訟
と

い
う
言
葉
で
不
安
感
を
あ
お
り
、
お
金

を
振
り
込
ま
せ
る
『
架
空
請
求
詐
欺
』

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
本
当
に
訴
訟
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

裁
判
所
か
ら
封
書
で
詳
細
な
内
容
が
わ

か
る
文
書
が
、
特
別
な
郵
便
方
法
で
配

達
さ
れ
ま
す
。

　大切な財産を悪質な詐欺でだまし取られないよう

次の点に注意をしてください。

●ハガキに書かれている電話番号には一切連絡しない

　　こちらから連絡することにより、電話番号などの個人情報が

　相手に分かり、しつような請求、電話をされるおそれがありま

　す。

●身に覚えのない請求には応じない

　　身に覚えがなければ一切支払をしないようにしましょう。

　また、相手から電話がかかってきたとしても、「関係ありませ

　んので払いません」とはっきり断りましょう。

●「超低金利」「即日融資」「ローン一本化」などの甘

　い融資話にはのらない

●警察に相談する

　　身に覚えのない請求のハガキ、封書で心配な方は、一人で悩

　まず、すぐに警察署まで相談してください。

　　黒坂警察署　74－0110　江尾駐在所　75－2054
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私一人

功名が辻（１～４巻）

大竹しのぶ

司馬遼太郎

　デビューから三十余

年。役者として、女性

として、母として、一

人の人間として―。

今、初めて明かす、波

乱の半生。

10年後の日本

『日本の論点』編集部

　消費税二桁化、団塊世代の
大量定年、学力衰退、500万
人のフリーター、年金崩壊、
熟年離婚ラッシュ。『日本の
論点』編集部が豊富なデータ
を駆使し、47項目の社会問題
を取り上げ、その未来を簡潔
にやさしく解説。

●中島敏行創作集　太郎の絵　　（中島敏行）
●チーム・バチスタの栄光　　（海堂　尊）
●伝えたい大切なこと　　（産経新聞社）
●チェケラッチョ！！　　（秦　建日子）
●どうで死ぬ身の一踊り　　（西村賢太）
●ガール　　（奥田英朗）
●ぼくの靴音　　（堂本　剛）
●信長の棺　　（加藤　廣）
●殺人の門　　（東野圭吾）
●二人乗り　　（平田俊子）
●お腹召しませ　　（浅田次郎）
●博士の愛した数式　　（小川洋子）
●死ぬのは、こわい？　　（徳永　進）
●働く女の胸のウチ　　（香山リカ）
● Love history　　（西田俊也）
● Love history２　second songs　　（西田俊也）
● Love history　single cut　　（西田俊也）
●夢が、かなう日
　～モーグルスキーヤー　上村愛子物語～　　（山石やすこ）
● よくわかるIT基礎ホームページ作成ホームページ・ビルダー
　　　　　　　　　（富士通オフィス機器㈱）
●もし、中山間地で大地震が起こったら・・・
　　　　　　　　　（日野ボランティア・ネットワーク）
●生きててもいい･･･？ひまわりの咲く家　（野田美香）

新 着 図 書
　天下にむかっては
なばなしく起ち上っ
た織田信長の家中
に、ぼろぼろ伊右衛
門とよばれる、うだ
つの上らない武士が
いた。その彼に、賢
くて美しい嫁がくる
という…。

　伊右衛門は妻千代の励ましを受けて、
功名をめざして駈けてゆく。戦国時代、
夫婦が手をとりあってついには土佐一
国の大名の地位をえた山内一豊の痛快
物語。全四冊。
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　中国四国地区国立大学法人等採用試験の試験案内
の配布が始まりました。
●受験資格　昭和５２年４月２日から
　　　　　　昭和６２年４月１日生まれの者
●受付期間　４月１日～４月１０日
　詳しくは、中国・四国地区国立大学法人等職員採
用試験実施委員会採用試験事務室まで
　　　　　　電話　０８２－４２４－５６１６

　県では、浄化槽の適正な維持管理に関する指導を
行うため、浄化槽の設置状況を把握する作業を進め
ています。
　浄化槽を設置しているのに、過去に一度も財団法
人鳥取県保健事業団から、法定検査受検案内が届い
ていない場合は、登録漏れの可能性があります。
　日野総合事務所福祉保健局保健衛生課まで、問合
せください。（電話　７２－２０３９）

　成長過程にある未成年者の飲酒は、次のように身
体的・精神的・社会的にさまざまな害をもたらすと
いわれています。

●身体的影響
　急性アルコール中毒、肝臓障害、すい臓障害、
　性腺機能障害、脳障害
●精神的影響
学習意欲の低下、未来志向や展望の喪失、精神的
成長や心理的発達の停止、性格の変化、若年のア
ルコール依存症発症
●社会的影響
交通事故、学校問題（成績不振など）、職業問題（作
業能率の低下など）、金銭問題、非行問題

　未成年者の飲酒を防止するために、学校での教育
のほか、家庭や地域社会において「未成年者が、な
ぜお酒を飲んではいけないのか」を、しっかりと説
明し、飲酒をさせないよう注意していくことが望ま
れます。

　人事院は、平成１８年度中に次の採用試験を行う
予定です。
●大学卒業程度
　国家公務員Ⅰ種／国家公務員Ⅱ種／国税専門官／
法務教官／労働基準監督官／航空管制官
●高等学校卒業程度
　国家公務員Ⅲ種／刑務官／入国警備官／皇宮護衛
官／航空保安大学校学生／海上保安学校学生（特別）
／海上保安学校学生／海上保安大学校学生／気象
大学校学生
●申込用紙の配布は、人事院各地方事務局（所）等
で次のとおり行います。
　・Ⅰ種、Ⅱ種、国税専門官、法務教官、労働基準
　監督官・・・・・・・・・・２月　１日より
　・海上保安学校学生（特別）・３月１３日より
　・Ⅲ種・・・・・・・・・・・５月　８日より
　・その他・・・・・・・・・・６月１４日より
●詳しくは、人事院中国事務局まで
　　　　　電話　０８２－２２８－１１８３
●その他　採用試験の情報は、人事院ホームページ
〔http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm〕で
も見られます。

第６９号
好評発売中（１部３００円）

　「鳥取ＮＯＷ」は、鳥取県のすぐれた自然、

歴史、人、産業、経済、文化、レジャー、

スポーツなど幅広

い分野にわたる情

報を掲載した情報

誌です。
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●求人情報に関する問い合わせ先 米子公共職業安定所根雨出張所（TEL72-0065）

江尾1835

佐川749-1

久連7

久連7

久連7

武庫116-1

不問

25～35

不問

不問

不問

不問

2,000～3,000（時給）

120,000～200,000

211,600～234,000

175,760～186,960

192,672～202,864

176,000～187,000

8：30～17：00

8：30～17：30

8：30～17：30

8：30～17：30

8：00～17：00

薬剤師

作業員

理学療法士

介護支援専門員

在宅介護支援相談員

ダンプ運転手

江 府 総 合 薬 局

（株）日 野 リ ー ス

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

社会福祉法人寿耕会　チロルの里

藤 田 商 事

求人事業所名 所 在 地 職 　 　 種 年 齢 賃 　 金 就業時間

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

8：30～13：30
15：00～18：30

都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

フッ素塗布（園児）

補聴器修理相談会（トーシン）

小学校卒業式

ガーデニング講座

水墨画講座

犬・猫引取日

明徳学園

小・中学校終業式

和紙折紙講座

補聴器修理相談会（中国）

保育園卒園式

人権啓発講演会

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

各小学校

防災情報センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

山村開発センター

各学校

防災情報センター

総合健康福祉センター

子供の国保育園

山村開発センター

13：30～15：00

19：00～21：00

13：30～15：30

8：30～ 9：00

9：00～

10：00～12：00

13：00～14：00

15：00～

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

子供の国保育園

各学校

総合健康福祉センター

各学校

神奈川・俣野地区

総合健康福祉センター

米沢地区

江尾・日光地区

総合グランド

入園式

小・中学校始業式

赤ちゃん健診

小・中学校入学式

狂犬病予防注射（集団）

犬・猫引取日

狂犬病予防注射（集団）

狂犬病予防注射（集団）

町春季ゲートボール大会

13：00～13：30

13：20～15：20

8：30～ 9：00

13：20～15：40

13：00～15：40

9：00～

江尾小学校６年　浜　本　あすみ　広げない　いじめの芽　差別の芽を
米沢小学校２年　川　上　奈　菜　やめようよ　なかまはずれは　いけないよ

13：00～13：30
14：00～14：30
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2月届
（敬称略）

（住所）　　　（氏名）　 （年齢）（世帯主）
◎ごめい福を祈ります

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして
池の内　加藤　育夫　父光喜死去
日の詰　坂口　和子　父孟伯死去
池の内　加藤　展啓　父尊男死去
本　三　吉岡　洋子　母波枝死去
新　道　山形　　孝　父奥井忠一死去
本　三　伊藤　　直　母長枝死去
本　五　川上　理恵　夫浩死去
久　連　谷口　滿子　夫幸人死去

本　五　川端　秀一　本人退院
池の内　木山不二慧　本人退院
荒　田　藤原　花枝　本人退院
洲河崎　影山佐恵子　本人退院
貝　田　遠藤みどり　本人退院
美　用　川上　和美　本人退院

俣　野　加藤　尊男　89歳　展啓
武　庫　奥井　忠一　89歳 山形孝
小江尾　川上　　浩　39歳　理恵
江　尾　伊藤　長枝　74歳　 昇
久　連　谷口　幸人　74歳　滿子
助　澤　北村　　雄　74歳　公仁

社会福祉協議会に次の方からご寄付を
いただきました。
（2月分）敬称略

火災ゼロ継続日数
　　　　 78日　（3月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　 668日　（3月1日現在）

澤田　浩英　伯耆町
影山　尚美　洲河崎から

◎ご結婚を祝します

）

江尾駅前町営駐車場利用者募集

　町では、江尾駅前町営
駐車場の月極利用者を、
次のとおり募集します。
　従来の夜間指定区画は
廃止となり、終日月極契
約となります。

■募集区画　普 通 車　　８区画
　　　　　　軽自動車　　２区画

■利用料金　１か月当り　普 通 車　　４，５００円
　　　　　　　　　　　　軽自動車　　３，５００円

■そ の 他　利用者の決定は、申込順となります

■申込方法・問合せ先
　　　　　役場総務課　　　　　　電話７５－２２１１
　　　　　江府町社会福祉協議会　電話７５－２９４２

●お詫びと訂正●

　町報こうふ２月号住宅火災報知機等の設置について、掲載内容

に誤りがありました。お詫びし、次のとおり訂正します。

　　　１８ページ上段表中　

　　　　（誤）平成２５年５月３１日まで

　　　　　↓

　　　　（正）平成２３年５月３１まで

「日野総合事務所へのご意見、「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」ご提案について」「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」
　日野総合事務所では日野郡住民の皆さ
ん方の声を施策に反映させていくため、皆
さんが地域や職場、家庭で気づかれた県の
行政についての意見・提言・アイデア・要望・
苦情などを募集しています。
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事
務所から本庁へ伝えますので、是非ご意見
をお聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ 0859－72－2072
メールアドレス h-kenminkyoku＠pref.tottori.jp

日野総合事務所県民局県民課
電話：0859－72－2083



世帯数1,171世帯（±0）　人口 3,822人（－10）　男1,802（－5）　女2,020人（－5）　（　）は前月比　2月末

発行／江府町役場 編集／総務課印刷／株式会社高下印刷〒689-4401鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75-2211　FAX（0859）75-2389
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/

◆材　料（6人分） ◆作り方
①もち米を、はじけるまで弱火
で炒る。

②赤もちを、ふくらんでカリカ
リになるまで弱火で炒る。

③黒豆は芯が無くなりやわらか
くなるまで弱火で炒る。

④①②③を混ぜ合わせる。

⑤水あめ、はちみつ、砂糖を火
にかける（焦がさないように
しっかり煮立てる）あめにな
ったら④を入れ混ぜ合わせる。
これを丸く団子にして皿に盛る。

赤もち　　　　100ｇ
（さいの目に切り乾燥させたもの）

玄米（もち）　400ｇ
黒豆　　　　　50ｇ
水あめ　　　　100ｇ
はちみつ　　　50cc

さとう　　　　50ｇ

江府町食生活改善推進協議会（本町１丁目）

エネルギー　206kcal

たんぱく質 4.1g

脂質　　　 1.8g

炭水化物　 43.7g

カルシウム 14mg

今年は手作り雛あられでお祝いして
みては？
きっと思い出に残るひなまつりにな
りますよ。

１人分の栄養素
（2～3個）

　「橋のない川」は、明治生まれの小説家住井すゑさん

（１９０２～１９９７）が、故郷の奈良県の被差別部落

をテーマにした長編小説です。

　入場無料ですので、みなさんご参加ください。

まちづくりに参加しませんか
江府町行財政改革だより
小学校統合検討委員会報告　ほか
アイリス合唱団に密着
まちいっぱいに広がれ、ふれあいの輪
日本海スポーツ大賞受賞　ほか
町の話題
小地域懇談会を振り返って・下
第６回鳥取県スポーツレクリエーション祭　ほか
マーカスだいありい⑦　ほか
はっぴいすまいるｉｎじゃりんこくらぶ⑦
狂犬病予防集団注射日程について
ゴミの出し方についてのお知らせ
架空請求詐欺にご注意を
３がつの本棚～町立図書館から～
情報コーナー
行事あれこれ　ほか
人の動き　ほか
ちゃれんじクッキング　ほか

…………………………………………　
…………………………………………………

………………………………………
…………………………………………………　

…………………………………
…………………………………………

……………………………………………………………………
…………………………………………

……………………
……………………………………………

……………………………
………………………………………
………………………………………

…………………………………………………
……………………………………………………

………………………………………………………………
………………………………………………………

……………………………………………………………
……………………………………………

2～3
4
5

6～7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22




